
























































































































1401186 志 村 龍 飛 ハンセン病患者の生活　―差別という視点から考える―
1501026 庵　谷　ちひろ 放課後等デイサービスの役割を考える　―母親と職員へのインタビューを通して―
1501196 佐 伯 理 斗 災害時における障害のある要配慮者の支援に関する研究　 ～障害のある要配慮者のための「要配慮者ノート」の提案～
1501274 高 田 勇 夢 老人クラブ支援プロジェクト




1601001 赤 川　　 響 貧困の世代間連鎖　～官民一体による支援の重要性を考察する～
1601002 赤 間 祐 太 老人クラブ支援プロジェクト
1601003 浅 川 未 来 就労継続支援B型事業所職員の役割と課題　 ～個別支援計画作成におけるアセスメントを中心として～
1601004 淺 川 瑠 香 優生思想による差別意識と向き合うためには　 ～過去の出来事とアンケート調査を踏まえた考察～
1601007 宇賀野　由　夏 高齢期の精神障害者の地域生活支援を考える　 ～『暮らしやすさ尺度』を用いたアンケート調査を通して～
1601009 梅 村 和 生 より普遍的な生活保護制度への変革　～スティグマを中心に考える～
1601010 大 﨑 翔 洋 「障がいを持つ人のきょうだい」　 ～ 4 つの定義から富士山キャンプを観察した障がいを持つ人のきょうだいの特徴～
1601011 大 信 尚 暉 現代社会の居場所についての実践と考察　 ―地域住民の拠り所となる居場所づくりから学ぶ―
1601012 岡 村 允 都 大学生の自殺予防プログラムの開発に関する研究　 ―援助要請行動尺度を用いたアンケート調査を通して―
1601013 笠 原 園 子 父親の育児参加を促すための親子健康手帳の必要性について考える
1601016 衣 笠 涼 奈 「学生出前定期便」プロジェクト
1601017 木 村 美 咲 ソーシャルワーカーに必要な利用者支援の視点を考察する　 ～スーパービジョンを通して～
1601018 栗 林　　 嵩 大学生の自殺予防プログラムの開発に関する研究　 ―援助要請行動尺度を用いたアンケート調査を通して―
1601019 栗 原 優 太 多様な防災教材を活用した地域の防災教育の現状と課題
1601020 小 池 一 緋 高齢期の精神障害者の地域生活支援を考える　 ～『暮らしやすさ尺度』を用いたアンケート調査を通して～
1601021 鯉 沼 真 紀 子どもたちの第 3 の居場所の必要性　 ～WAKUWAKUネットワークの居場所活動からの考察～
1601022 木 庭 大 登 現代社会の居場所についての実践と考察　 ―地域住民の拠り所となる居場所づくりから学ぶ―
1601023 小 牧 梨 沙 自閉症児・者の父親が語るおやじの会の現状と課題　 ～セルフヘルプ・グループとしての機能を考える～
1601024 近 藤 孝 洋 自閉症児・者の父親が語るおやじの会の現状と課題　 ～セルフヘルプ・グループとしての機能を考える～
1601025 近 藤　　 司 「学生出前定期便」プロジェクト
1601026 後　神　壮一郎 多様な防災教材を活用した地域の防災教育の現状と課題
1601027 齋 藤 千 花 父親の育児参加を促すための親子健康手帳の必要性について考える
1601028 齊 藤 郁 也 千川上水公園再生プロジェクト
1601029 佐 藤 織 葉 優生思想による差別意識と向き合うためには　 ～過去の出来事とアンケート調査を踏まえた考察～




1601032 周 郷 雅 也 高齢期の精神障害者の地域生活支援を考える　 ～『暮らしやすさ尺度』を用いたアンケート調査を通して～
1601033 鈴 木　　 爽 子どもたちの第 3 の居場所の必要性　 ～WAKUWAKUネットワークの居場所活動からの考察～
1601034 染 谷 愛 奈 中高年と高齢者の貧困と支援課題
1601035 髙 井 政 吾 自閉症児・者の父親が語るおやじの会の現状と課題　 ～セルフヘルプ・グループとしての機能を考える～
1601036 髙 橋 千 織 健康長寿まちづくりinとしまプロジェクト
1601037 髙 間 太 一 就労継続支援B型事業所職員の役割と課題　 ～個別支援計画作成におけるアセスメントを中心として～
1601038 田 島 佑 香 民生委員活動に協力できる学生の役割
1601042 殿 岡 冴 月 「学生出前定期便」プロジェクト
1601044 土　本　くるみ 中高年と高齢者の貧困と支援課題
1601045 中 桶 千 尋 より普遍的な生活保護制度への変革　～スティグマを中心に考える～
1601046 中 山 瑞 貴 地域の児童虐待防止対策について　―二つの自治体職員への聞き取り調査からの考察―
1601047 長 岡 亜 純 「障がいを持つ人のきょうだい」　 ～ 4 つの定義から富士山キャンプを観察した障がいを持つ人のきょうだいの特徴～
1601049 根　津　かすみ 大学生の自殺予防プログラムの開発に関する研究　 ―援助要請行動尺度を用いたアンケート調査を通して―
1601050 野 村 泰 生 全世代型地域包括ケアシステムと地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーカー の役割
1601051 原　　 啓 介 中高年と高齢者の貧困と支援課題
1601052 原 橋 大 空 千川上水公園再生プロジェクト
1601053 針 谷 和 貴 多様な防災教材を活用した地域の防災教育の現状と課題
1601056 福 田 気 恵 障害者差別解消に向けた福祉教育プログラムの啓発方法を考える　 ～学生への意識調査とワークショップを通して～
1601057 保 科 朱 里 民生委員活動に協力できる学生の役割
1601058 保 科　　 恭 全世代型地域包括ケアシステムと地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーカー の役割
1601061 前　田　美沙子 健康長寿まちづくりinとしまプロジェクト
1601062 前 田 有 芽 父親の育児参加を促すための親子健康手帳の必要性について考える
1601063 増 田 栄 人 千川上水公園再生プロジェクト
1601064 松　川　あゆみ 障害者差別解消に向けた福祉教育プログラムの啓発方法を考える　 ～学生への意識調査とワークショップを通して～




1601068 村 山 彩 乃 就労継続支援B型事業所職員の役割と課題　 ～個別支援計画作成におけるアセスメントを中心として～
1601069 本 橋 彩 香 優生思想による差別意識と向き合うためには　 ～過去の出来事とアンケート調査を踏まえた考察～
1601070 矢 田 朱 音 より普遍的な生活保護制度への変革　～スティグマを中心に考える～
1601072 横 川 裕 紀 豊島区における子どもの貧困の支援に関する研究　 ―食と学習に対する支援団体の課題と今後の展開―
1601073 横 木 大 晟 健康長寿まちづくりinとしまプロジェクト
1601074 渡 邉 優 太 地域子育て支援の現状と課題　～地域比較からのランキングと考察～
1601075 和　知　かおり 地域の児童虐待防止対策について　―二つの自治体職員への聞き取り調査からの考察―
1601197 熊 谷 早 紀 中高年と高齢者の貧困と支援課題
1601198 小 山 未 央 豊島区における子どもの貧困の支援に関する研究　 ―食と学習に対する支援団体の課題と今後の展開―
1601201 髙 橋 春 菜 父親の育児参加を促すための親子健康手帳の必要性について考える
1601202 田 畑 朋 也 貧困の世代間連鎖　～官民一体による支援の重要性を考察する～
1601204 帖 地 咲 季 ソーシャルワーカーに必要な利用者支援の視点を考察する　 ～スーパービジョンを通して～
1601206 西 尾 諒 大 「障がいを持つ人のきょうだい」　 ～ 4 つの定義から富士山キャンプを観察した障がいを持つ人のきょうだいの特徴～
1601207 埴 原 裕 介 地域の児童虐待防止対策について　―二つの自治体職員への聞き取り調査からの考察―
1601209 細 野 凌 佑 就労継続支援B型事業所職員の役割と課題　 ～個別支援計画作成におけるアセスメントを中心として～
1601210 宮 腰 涼 平 健康長寿まちづくりinとしまプロジェクト
1601224 五 味 彩 音 地域子育て支援の現状と課題　～地域比較からのランキングと考察～
1601225 田 邉 直 樹 高齢期の精神障害者の地域生活支援を考える　 ～『暮らしやすさ尺度』を用いたアンケート調査を通して～
1601227 林 類 子どもたちの第 3 の居場所の必要性　 ～WAKUWAKUネットワークの居場所活動からの考察～
1601228 針ヶ谷　　　捷 老人クラブ支援プロジェクト
1601230 松 崎 宏 香 大学生の自殺予防プログラムの開発に関する研究　 ―援助要請行動尺度を用いたアンケート調査を通して―
1601231 安 川　　 航 全世代型地域包括ケアシステムと地域共生社会の実現に向けたソーシャルワーカー の役割
1601232 渡 邊 里 奈 地域子育て支援の現状と課題　～地域比較からのランキングと考察～













































　　James Midgley “Social Development”, SAGE, 1997, pp.71–76
８　投稿は、大正大学鴨台社会福祉学論集リポジトリ規程に準じ、その規程を遵守することとする。
９　原稿の送付先は、下記のとおりである｡
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　　　　　　　 1 ．本会の会計年度は、 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月31日に終わる。
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